




































































数比で表される。AとBの垂直２等分線はCを通り、D（p+m/2-n' , q+n/2+m'）とE （p+m/2+n' , 
q+n/2-m'）の２点も垂直２等分線上にあり、点Cは格子点であるから、D,Eも格子点である。仮
定よりm≧nであり、n'≦n/2であるから、p+m/2-n'≧ pかつp+m/2+n'  ≦p+mとなることがわ
かる。　　　　　　　　□
補 助 定 理 ２　m, nが 共 に 奇 数 の と き、A（p, q）とB（p+m, q+n）と の 垂 直 ２ 等 分 線 は 
p≦x≦p+mの範囲内で少なくとも２つの格子点を通る。
（証明）AとBの中点Cの座標は（p+m/2, q+n/2）であり、AとBの垂直２等分線の傾きは-m'/n'で
表 さ れ る。AとBの 垂 直 ２ 等 分 線 はCを 通 る の で、D（p+m/2-n'/2, q+n/2+m'/2）と 
E（p+m/2+n'/2, q+n/2-m'/2）の２点も垂直２等分線上にある。２つの奇数の最大公約数は奇数
であるから、m'もn'も奇数である。したがって、m/2±n'/2およびn/2±m'/2はいずれも整数に







































Fig.3　m, nが偶数と奇数の例 （m＝3, n＝2、下または左上に余白が必要）




　　a） q≧max（1, m'-　 ）
　　b） q≦b-　 -max（m' , 　 ）
　　c）p≧n'  かつ q≦b-max（m' , n）
２）m, nが共に奇数のとき、上記のc）,次の条件d）,e）のいずれか：
































































































　rを奇数としたとき、たとえば格子点（m+　 -　 r, 1）は中心から（-　 r, 　 ）だけ離れた場所に







































　上記と同じ論議で、格子点J（m-1, 1）と K（m-4, 2）とを通る線で１回目を折ればいいのだが、
点Kが移動元と移動先を対角とする長方形からはみ出してしまう。JとL（m＋2, 0）で折る方法も






































３）m＝n≧２の場合　（p＋m－2, q）と（p＋m－5, q＋1）を通る線。ただしm= ２または３の場合
には上記（iii）で結論付けた条件を満たす必要がある。【（p＋2, q＋n－1）と（p＋4, q＋n－2）】




























（3） 移動元と移動先を対角とする長方形以外の余白を必要としないのは、n＝０の場合と、  
n＝mの場合に加え、m≦20の範囲では以下の30通りがある：
（4） tan∠COH=　 　　　, tan∠AOH=　 　　　より、正接の加法公式を用いて   
tan∠AOC=　　　　となる。分母=（m2-n2）+2n2-1と変形すると、m2-n2≧2m-1,2n2≧2であ
るから、常に分母≧2mとなり、∠AOCはいつでも45度以下である。
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